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平
成
二
十
五
年
度
 
 
全
国
安
全
週
間

 

  

 
全
国
安
全
週
間
は
、
昭
和
三
年
に
初
め
て
実
施
さ
れ
て
以
来
、
「
人
命
尊
重
」
と
い
う
崇
高
な
基
本
理

念
の
下
、
「
産
業
界
で
の
自
主
的
な
労
働
災
害
防
止
活
動
を
推
進
し
、
広
く
一
般
の
安
全
意
識
の
高
揚
と
安

全
活
動
の
定
着
を
図
る
こ
と
」
を
目
的
に
、
一
度
も
中
断
す
る
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
、
今
年
で
八
十
六
回
目

を
迎
え
る
。
 

  
こ
の
間
、
労
働
災
害
を
防
止
す
る
た
め
、
事
業
場
で
は
、
労
使
が
協
調
し
て
、
労
働
災
害
防
止
対
策
が
展

開
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
努
力
に
よ
り
、
労
働
災
害
は
長
期
的
に
は
減
少
し
て
き
て
い
る
。
 

  
労
働
災
害
に
よ
る
死
亡
者
数
は
、
年
々
減
少
し
て
き
て
い
た
が
、
平
成
二
十
一
年
か
ら
大
幅
な
増
減
を

繰
り
返
し
て
い
る
。
一
方
、
労
働
災
害
に
よ
る
死
傷
者
数
は
、
平
成
二
十
二
年
か
ら
三
年
連
続
の
増
加
と
な

り
、
極
め
て
憂
慮
す
べ
き
事
態
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
産
業
構
造
の
変
化
等
に
よ
り
、
製
造
業
、
建
設
業

等
の
労
働
災
害
の
占
め
る
割
合
が
減
少
し
、
小
売
業
、
社
会
福
祉
施
設
等
の
労
働
災
害
の
占
め
る
割
合
が

増
加
し
て
い
る
。
 

  
労
働
災
害
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
ト
ッ
プ
か
ら
安
全
衛
生
の
担
当
者
、
労
働
者
ま
で
の
事
業
場
の
全

員
が
現
場
を
確
認
し
、
機
械
設
備
の
安
全
基
準
や
作
業
手
順
な
ど
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
に
加

え
、
事
業
者
か
ら
労
働
者
一
人
ひ
と
り
ま
で
の
安
全
に
対
す
る
意
識
や
危
険
感
受
性
を
高
め
る
こ
と
に
よ

り
、
労
働
者
の
安
全
災
害
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
 

  
 
平
成
二
十
五
年
度
の
全
国
安
全
週
間
は
、
 

  
 
 
 

高
め
よ
う
一
人
ひ
と
り
の
安
全
意
識
み
ん
な
の
力
で
ゼ
ロ
災
害

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
に
す
る
。
 

  
こ
の
全
国
安
全
週
間
を
契
機
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
、
労
働
災
害
防
止
の
重
要
性
を
認
識
し
、
安

全
活
動
の
着
実
な
実
行
を
図
る
。
 

 

 

【
期
間
】
 
 

 

 
平
成
二
十
五
年
七
月
一
日
か
ら
七
月
七
日
ま
で
と
す
る
。
な
お
、
安
全
週
間
の
実
効
を
上
げ
る
た
め
、
平

成
二
十
五
年
六
月
一
日
か
ら
六
月
三
十
日
ま
で
を
準
備
期
間
と
す
る
。
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
更
生
労
働
省
、
中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
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平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
二
日
に
野
田
工
業
㈱
研
究
会
の
み

な
さ
ん
と
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た

 

【
現
場
名
】
 
埼
玉
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
新
病
院
 

 

【
建
築
】
 
 
戸
田
建
設
 
関
東
支
店
 

 

【
設
備
】
 
 
ダ
イ
ダ
ン
㈱
 
関
東
支
店
 

 

【
職
長
】
 
 
宝
成
断
熱
 
大
川
宝
成
 
 
 
 

 

【
保
温
工
事
】
 
野
田
工
業
㈱

 

【
Ｐ
Ｔ
メ
ン
バ
ー
】
関
口(

嘉)

・
関
口(

浩)

・
神
尾
・
堀
田
・
中

田
・
田
村
・
深
澤
・
町
田

 

 



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地殻の断層によってできた高さ30ｍの壮麗な滝は新　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、雪景色と四季にその美しさを装います。

平成25年5月1日　　　　　　③　おんこちしん 第46号

 

熱中症シーズン到来！！！ 
 
 

建設業では毎年10人の死亡者が出ているという怖い熱中症 

正しい知識と予防対策が大切です！！ 
 

傾向 発症時刻は、午前10時台は16％、午後3時台は15％と多し 

現場入場（作業開始）3日以内に37％発生 

気温30度以上の日に79％発生 
 

3人に1人は2度目以上熱中症の経験があるとかかりやすいみたいです。 
 
 

熱中症とは～ その病状 

食事や運動によって産出された熱は、主に汗として蒸発することで放散されます。 

汗によって体内の水分、塩分が減少すると、体内に熱がこもりやすい状態になります。 

汗＝水＋Na（塩分） 
 
↓ 

めまい、立ちくらみ、けいれんなどが起こる（熱けいれんⅠ度） 
↓ 

吐き気、大量の発汗、体がぐったりするなどの症状が現れる（熱疲労Ⅱ度） 
↓ 

反応がおかしい 言動がおかしい 意識がない 

などの意識障害が起こる（熱射病Ⅲ度） 
 
 

【健康をチェックしよう！！】 
 

健康確認を行う（熱中症になりやすい人への配慮） 
 

   ●持病のある人 

・糖尿病（尿で失う水分の増加による脱水症状の恐れ） 

・高血圧（水分・糖分を尿中に出す作用のある薬を飲んでいる場合、脱水症状の恐れ） 

・心疾患（水分・塩分を尿中に出す作用のある薬を飲んでいる場合、脱水症状の恐れ） 

・賢不全（塩分摂取されている場合、塩分不足の恐れ） 
 

       ●体調の悪い人 

・風邪をひいている人 

・二日酔いの人 

・睡眠不足の人 

・下痢などの人 
 

●高齢者 

・高齢者の体内に占める水分の量は、成人と比べて10％少ない 
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               職長会のお知らせ 
 

     

     ★日時   平成25年6月20日 

     

     ★時間   18時00分～ 

          （30分前から会場に入れますので早めにお越し下さい。） 

     ★場所  ニュー新橋ﾋﾞﾙ 地下2階 ﾆｭｰ新橋ﾎｰﾙ 
 

           

連絡帳 
 
 

平成25年度 技能検定受験に関するご案内 
 

今年も、野田工業㈱による実技講習会を行うことになりました。 
 

【日時】 第1回  5月19日（日） 第2回 6月9日（日） 第3回 6月23日（日） 

【場所】 野田工業㈱野田倉庫 千葉県野田市目吹2375番地  

熱中症の予防対策は？？ 
 

①涼しいところで、こまめに早めの休憩をする 

②熱中症対策グッズを使用する 

③熱への順化（暑さに慣れるまで特に注意すること） 

④定期的に水分・塩分を補給する 
 

※気分が悪くなれば早めに病院にいく。ただし必ず付き添っていくこと。 

※熱中症は労災ですが、我慢しないで作業者が気分が悪いという 

申告がしやすい雰囲気を作ることが大切です。 
 

注意）汗で減少した塩分をﾄﾞﾘﾝｸで補給する場合には、Na（塩分）が 

含まれているかどうか確認が必要です。ｻﾝﾄﾘｰのDAKARA等はこれに適しません 


